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結論につながる「基本方向」答申に関心高まる

（1） 2005年（平成17年）11月27日（日）第 2609 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

計
量
法
・
改
正
、
基
本
方
向
作
成
大
詰
め
に
　
　
　
 陰
面

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  隠
韻
面

大
臣
表
彰
者
紹
介
、
日
電
検
・
新
標
準
器
を
披
露
   　
 
吋
面

全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
歓
、
計
量
計
測
の
美
し
い
流
れ
を
訪
ね
て
桓

　
右
面

チ
ノ
ー
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
敢
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
面

私
の
履
歴
書・
齊
藤
勝
夫
技
、社
説
、計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

A
&
D
、　
年
3
月
中
間
決
算
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
 羽
面

06

第
2
回
タ
ニ
タ
健
康
大
賞
決
定
、
ク
ボ
タ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
　
 羽
面

計
量
記
念
日
特
集

吋
右
面

関
東
甲
信
越
地
区
計
量

協
会
・
計
量
士
会
合
同

連
絡
協
議
会
  隠
韻
面

何
ら
か
の
歯
止
め
を
講
じ
な
い
と
計
量

行
政
は
崩
壊
す
る
と
い
う
危
惧
の
声
も

　
政
府
の
規
制
緩
和
方
針
へ
の
対
応
、
地
方
自
治
体
の
計

量
行
政
能
力
の
低
下
へ
の
対
応
な
ど
を
基
本
方
向
に
し
た

計
量
法
改
正
の
作
業
が
計
量
行
政
審
議
会
の
場
を
中
心
に

し
て
行
わ
れ
て
い
る
、
改
正
の
た
め
の
基
本
方
向
が
　
年
05

　
月
中
に
出
さ
れ
る
日
程
で
あ
り
、
こ
の
基
本
方
向
に

12従
っ
て
そ
の
後
の
法
令
整
備
の
作
業
と
の
関
係
で
「
基
本

方
向
」
が
重
要
な
結
論
に
な
る
。
計
量
法
と
関
わ
っ
て
仕

事
を
す
る
地
方
計
量
行
政
機
関
職
員
、
計
量
士
、
計
量
器

事
業
者
、
地
方
の
計
量
協
会
な
ど
の
指
定
定
期
検
査
機
関

な
ど
の
関
係
者
は
、「
基
本
方
向
」
が
ど
の
よ
う
に
だ
さ
れ

る
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
と
し
て
、
計
量
行
政
審
議
会
の

動
き
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
の
行
政

経
験
や
計
量
器
の
現
場
の
実
情
が
法
改
正
作
業
で
十
分
に

聴
き
取
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
危
惧
の
声
が
あ
る
。

計
量
行
政
が
大
き
く

縮
小
す
る

　
計
量
行
政
審
議
会
は
第
1

回
会
議
が
7
月
末
に
開
か

れ
、
そ
の
後
、
小
委
員
会
、

各
W
G
で
審
議
が
行
わ
れ
て

い
る
。
審
議
の
内
容
は
経
済

産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
審
議
内

容
の
閲
覧
機
会
が
提
供
さ
れ

て
い
る
も
の
の
各
種
小
委
員

会
な
ど
の
議
論
が
掲
載
さ
れ

る
の
は
委
員
会
開
催
後
1
カ

月
以
上
経
過
後
で
あ
る
た

め
、　
年
　
月
中
に
出
さ
れ

05

12

る
改
正
の
基
本
方
向
と
い
う

大
き
な
結
論
と
の
間
に
時
間

差
が
生
じ
る
と
い
う
不
都
合

も
あ
り
、
ま
た
現
在
の
審
議

の
内
容
か
ら
は
計
量
法
と
計

量
行
政
の
従
来
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
り
、
実
態
的
に

は
計
量
行
政
が
大
き
く
縮
小

し
、
地
方
公
共
団
体
の
計
量

行
政
は
崩
れ
て
し
ま
う
と
い

う
危
惧
が
で
て
い
る
。

気
を
抜
い
た
途
端
に
計

量
行
政
は
崩
壊
す
る

　
地
方
計
量
行
政
に
幹
部
職

員
と
し
て
関
わ
っ
て
き
て
、

現
在
は
地
方
計
量
協
会
の
計

量
士
会
長
な
ら
び
に
計
量
協

会
長
の
重
職
に
あ
る
人
な
ど

関
係
者
は
、
計
量
行
政
を
機

関
委
任
事
務
か
ら
自
治
事
務

に
移
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
地
方
の
計
量
行
政
は
財

政
・
人
員
・
機
能
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
後
退
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
以
上
の
後
退
に
つ

な
が
ら
な
い
何
ら
か
の
歯
止

め
を
講
じ
な
い
と
計
量
行
政

は
崩
壊
す
る
と
い
う
危
惧
の

念
を
表
明
し
て
い
る
。
地
方

計
量
行
政
機
関
の
現
職
幹
部

職
員
か
ら
は
5
年
経
過
し
た

ら
検
定
所
は
な
く
な
る
と
悲

観
的
論
も
で
て
い
る
。
計
量

検
定
所
の
現
在
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
財
政
当
局
と

の
予
算
折
衝
の
厳
し
さ
と
、

毎
年
つ
づ
い
て
い
る
予
算
削

減
・
人
員
削
減
と
い
う
現
実

と
対
比
す
る
と
、
現
状
維
持

は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、

気
を
抜
い
た
途
端
に
計
量
行

政
崩
壊
に
結
び
つ
く
よ
う
な

予
算
措
置
に
な
る
こ
と
へ
の

危
機
感
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
今
回
の
計
量
法
改
正
作
業

の
説
明
に
あ
る
消
費
者
の
安

全
・
安
心
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
な
ら
ば
、
計
量
行
政
は

全
国
一
律
で
実
施
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
部
分
が
多
く
、

ま
た
消
費
者
利
益
の
実
現
項

目
と
し
て
商
品
量
目
制
度
を

整
備
・
強
化
す
べ
き
で
あ
る

と
語
る
現
在
の
計
量
法
の
骨

格
つ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た

関
係
者
が
い
る
。

製
造
関
係
の
適
正
計

量
管
理
指
定
事
業
所

は
要
ら
な
く
な
る

　
は
か
り
の
検
定
と
連
動
す

る
制
度
と
な
っ
て
い
る
適
正

計
量
管
理
事
業
所
の
制
度

は
、
対
象
と
な
る
は
か
り
が

計
量
法
の
検
定
･
検
査
制
度

か
ら
除
外
さ
れ
た
場
合
に

は
、
流
通
関
係
の
事
業
所
は

別
に
し
て
製
造
関
係
の
事
業

所
の
場
合
に
は
計
量
法
の
規

定
に
従
っ
て
管
理
す
る
は
か

り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
指
定
を
受
け
る
必
要
が

な
く
な
る
。
と
く
に
業
者
間

取
引
に
用
い
ら
れ
る
計
量
器

は
特
定
計
量
器
か
ら
除
外
し

て
検
定
・
検
査
の
対
象
外
と

す
る
と
い
う
議
論
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
製
造
関
係
の
適
正

計
量
管
理
事
業
所
の
関
係
者

は
こ
れ
で
計
量
法
と
の
縁
が

薄
れ
る
と
考
え
て
い
る
。（
韻

面
へ
つ
づ
く
）




